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二
〇
一
四
年
七
月
、
安
倍
内
閣
が
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
が
さ
れ

ま
し
た
。
見
出
し
の
言
葉
は
憲
法
解
釈
の
変

更
が
さ
れ
た
瞬
間
に
、
小
学
生
が
実
際
に
教

師
に
問
い
か
け
た
も
の
で
す
。 

戦
後
の
長
い
間
、「
自
衛
の
た
め
の
武
力

行
使
」
の
要
件
は
『
我
が
国
に
対
す
る
武
力

攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
』
と
い
う
の
が
政
府

の
解
釈
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
自
衛
の
た
め

の
武
力
行
使
は
戦
後
一
度
も
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。 

昨
年
七
月
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
閣
議
決
定
以
後
、
政
府
は
自
衛
の

た
め
の
武
力
行
使
の
た
め
の
三
要
件
を
変

更
し
、
今
国
会
に
「
平
和
安
全
法
制
一
括
法

案
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
「
平
和
安
全
法
制

一
括
法
案
」
は
そ
れ
ま
で
平
和
で
あ
っ
た
日

本
を
戦
争
に
導
く
法
案
で
あ
り
、
積
極
的
に

自
衛
隊
が
海
外
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
『
積
極
的
戦
争
主
義
』
そ
の
も
の
で
す
。

日
本
が
直
接
武
力
に
よ
り
攻
撃
を
受
け
た

場
合
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
攻
撃
さ
れ

て
い
る
場
合
や
海
外
で
の
紛
争
に
際
し
て

「
平
和
と
安
全
」
を
実
現
す
る
た
め
に
自
衛

隊
の
武
力
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
政
府
は
、
国
民
の
生
活
に
影
響
は
な
い
、

国
民
が
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
断
言

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
国
の
戦
争
に
協

力
し
た
時
点
で
相
手
国
に
と
っ
て
は
敵
国

で
あ
り
、
当
然
、
武
力
攻
撃
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
日
本
が
戦
場
に
な
っ
た
場
合
は
、
政

府
は
民
間
に
無
条
件
に
施
設
や
物
資
を
強

制
摂
取
が
で
き
ま
す
。
法
案
が
成
立
し
た
場

合
、
自
衛
官
は
そ
の
ま
ま
任
官
を
し
続
け
る

で
し
ょ
う
か
？ 

殺
し
殺
さ
れ
る
可
能
性
が
有
る
場
に
好

ん
で
行
く
人
間
は
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
守

り
続
け
て
い
た
憲
法
す
ら
も
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
政
府
の
言
葉
は
当
て
に
は
な
り

ま
せ
ん
。 

六
月
四
日
の
衆
院
憲
法
審
査
会
に
招
致

さ
れ
た
三
人
の
憲
法
学
者
が
そ
ろ
っ
て
、

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
柱
と
す

る
安
全
保
障
関
連
法
案
は
違
憲
」
と
表
明
し

て
い
ま
す
。
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
憲
法

判
例
百
選
の
執
筆
者
で
あ
る
憲
法
学
者 

一
九
八
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で

九
割
の
学
者
が
違
憲
だ
と
し
て
い
ま
す
（
回

答
率
は
約
七
五
％
）
。
そ
れ
で
も
、
政
府
は

詭
弁
を
弄
し
て
、
そ
れ
を
無
視
し
て
い
ま

す
。 

 

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
で
、
こ
う
し
た
話
題

は
広
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
放
っ
て
お
け
ば
着

実
に
進
め
ら
れ
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
事
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
教
師
と
し
て
大
人
と
し
て
、
未

来
の
日
本
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
冒
頭
の

よ
う
な
不
安
を
抱
く
よ
う
な
思
い
を
さ
せ

な
い
た
め
に
、
負
の
財
産
を
残
さ
な
い
よ
う

に
、
今
こ
そ
最
北
の
地
か
ら
こ
の
『
戦
争
法

案
』
に
『
Ｎ
Ｏ
！
』
と
い
う
声
を
あ
げ
、
廃

案
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

 

 

宗谷教組として 
取り組みました！ 

ＳＴＯＰ！「戦争法案」稚内大作戦 

六
月
六
日
、
道
教
組
執
行
部
と

連
携
し
、
宗
谷
教
組
本
部
・
稚

内
支
部
役
員
が
稚
内
市
内
で
街

頭
宣
伝
。
道
行
く
車
か
ら
手
を

振
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
運
動
の

広
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
。 

戦争をさせない北海道大集会 

六
月
二
十
日
、
札
幌
に
五
五
〇

〇
人
が
集
い
、
大
通
か
ら
中
島

公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
宗
谷
か
ら
三
名
で
参
加
。

東
京
・
札
幌
で
は
こ
の
ほ
か
に

も
様
々
な
動
き
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。 

みんなで取り組む 
平和を守る取り組み 
今すぐできる 
「教職員投票（ひとこと要求書）」 

いくつかの職場の様子を伺う

と、「忙しすぎて、話題にすらなら

ない」とか「報道を見ていても、

話題の変化がめまぐるしくてつい

ていけない」などという声が聞こ

えてきます。 

そうした中で、職場の中で話題にすることや、声を束ねて

国会に要求をするための「全国教職員投票（ひとこと要求

書）」に取り組みましょう。 

職員室の 
隣の先生に… 

学年部会の 
打合せで… 

全教職員の 
みなさんと… 

   
憲法９条をいかし、平和を広げる国を 

子どもたちに手渡したいって思わない？ 
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７月２５日 
管内若者の集い in礼文 
 

 管内の若者を魅了してやまない若者の集いが帰ってきました。今年の

開催地は前回大成功を博した礼文町。大堀実行委員長を中心に礼文支部

では着々と準備が進んでいます。 

１３時に集合、開会式をしてみんなでうにむき体験。その後、３時間

の礼文満喫ツアーです。３つのコースに分かれます。１つめはハイキン

グコース。予定している礼文岳コースのゴールには３６０度パノラマの

景色が氷魚広がっています。２つめのコースはドライブコース。スカイ

岬やスコトン岬など、最北の島の絶景を見に行きましょう。３つめは釣

りコース。焼き肉交流会のメニューに１品加えてください！そして１

７：３０からは大交流会！おいしい食べ物とお酒で交流が広がること間

違いなし。♪友だち何人できるかな♪ そして寝袋持参でみんなで泊ま

りましょう！ 

４年前のこの管内若者の集いに参加して、今では宗谷という広い地域

でそれぞれに奮闘している先生がたくさんいます。忙しい毎日。教育の

こと、組合のこと、社会のことなど普段話題に上がらないことをじっく

り語り合いましょう。ぜひ、大勢で参加しましょう！  

節
目
と
な
り
、
先
生
方
が
力
合
わ
せ
を
し
て

乗
り
越
え
て
き
た
と
い
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
節
目
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
谷
の
教

育
と
、
宗
谷
教
組
の
組
合
づ
く
り
を
考
え
る

「
全
分
会
長
会
議
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
分
会
長
だ
け
で
な
く
、
組
合
づ
く
り
に

つ
い
て
広
く
考
え
合
い
た
い
み
な
さ
ん
に
、

参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

組
織
拡
大
で
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
た
際

に
「
職
場
が
あ
っ
た
か
い
か
ら
、
組
合
に
入

お
も
て
面
で
触
れ
た
よ
う
に
「
戦
争
法
案
」

に
対
す
る
漠
然
と
し
た
思
い
、
管
内
教
育
に

目
を
や
る
と
「
へ
き
地
級
地
」
の
ゆ
く
え
、

民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
生
み
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
の
忙
し
さ
な
ど
課
題
は
山
積
み
で

す
。
そ
ん
な
中
で
、
今
年
度
末
か
ら
三
年
間

で
、
宗
谷
管
内
の
校
長
先
生
は
半
分
が
退
職

す
る
と
い
い
ま
す
。 

宗
谷
の
教
育
の
歴
史
の
中
で
、
こ
う
し
た

「
世
代
交
代
の
波
」
は
こ
れ
ま
で
も
大
き
な

リレーエッセイ「言の葉」 
 『組織拡大。』組合に入ったばかりの頃の私は、この言葉が正直好

きではなかった。「世界の三大宗教は勧誘なんてしない！」なんて理

屈をこね、「活動が楽しそうに感じれば、自然と人は来るものだ！」

というもっともらしいことを言いながら、積極的なお誘い活動など

自分には関係ないものだと思っていた。 

 私がいる礼文町は比較的組合員の数が多い。組合に入るきっかけ

は様々だ。「職場づくり、仲間づくりに貢献したいと思った！」と言

う人もいれば、「周りの人が入っていたから」「先輩方に声をかけら

れたから」などという理由で入ってくれた人もいる。実際に署名や

会議、ことによっては地域に入っての対話活動など、大変なことは

増える。そのことをわかっているため、お誘いをする側もついつい

後回しにしてしまったり、二の足を踏んでしまいがちになるのも、

よくあることだと思う。 

ただ、礼文町の最近の青年部の勢いには目を見張るものがある。

日々多忙な中で、若者の集いの準備という大仕事をこなしている。

大変なはずだけど、楽しそうにやっているように見える。そんな姿

を見ていると、「あの時、声をかけてよかったな。」と思うこともあ

る。活躍できる場所があると輝くことができるのは、大人も子ども

も同じなのだろう。 

『組織拡大。』最近は「声をかける」という「やさしさ」もあるの

ではないだろうか、と思うようになってきた。 

【宗谷教組本部／古川 正史】

 

 

っ
て
も
入
ら
な
く
て
も
同
じ
で
す
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
は
た
し
て
、
こ
れ

っ
て
本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
宗
谷

教
組
が
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
管
理
職

の
先
生
に
な
る
こ
と
を
「
民
主
的
な
リ
ー
ダ

ー
の
生
み
出
し
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、「
民

主
的
な
リ
ー
ダ
ー
」
っ
て
ど
ん
な
人
の
こ
と

を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
う
し
て
、
日
々
の
組
合
活
動
の
中
で
当

た
り
前
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
み
ん
な
で
宗
谷
教
組
の
組
合
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
１
日
が
全
分
会
長
会
議

「
宗
谷
の
教
育
と
組
合
づ
く
り
を
考
え
る
学

習
交
流
集
会
」
で
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

「も
し
、
組
合
が
な
か
っ
た
ら
…
」 

 
７
月
４
日 

全
分
会
長
会
議 

「宗
谷
の
教
育
と
組
合
づ
く
り
を
考
え
る
学
習
交
流
集
会
」で
考
え
合
お
う 

日時 ７月４日（土）１１：１５～１４：３０ 

場所 稚内北星学園大学 
参加対象 ①各支部執行部、 

②各分会から１名 

③「民主的なリーダー」について考えたい全

世代の方 

     ④組合づくりについて考え合いたい方 

 

夏、学びに出かけよう！ 
今年の学び愛フェスタでお世話になったみなさんをはじめとする

「民教（民間教育研究団体）」の夏の学習会があちこちで行われます。
道教委の後援がついているものの中には、管理職の先生の理解が得

られれば「研修」扱いで処理できるものもあります。ぜひ、夏の学

びの予定を立ててみませんか？ 
 
▼第５０回自然科学教育研究全道大会三笠大会 
２０１５年７月２８日～３０日／三笠市立三笠中学校 

☆テーマ：自然の法則性を正しく豊かにとらえる楽しい授業の創造 

▼第１１４回言語障害臨床研修会 
２０１５年８月６日～７日／札幌市教育文化会館 

言語・難聴教育の基礎基本について 

▼第５５回全道数学教育研究大会 
２０１５年７月２８日（火）～２９日（水）／札幌市立清田緑小学校 

大会記念講演 伊藤潤一「子どもとつくろう 数学の世界」 

 

今年、先生が足りていない学校がいくつ

かあります。事情は様々、欠員が生まれて

しまっているのです。職場の様子を聞くと、

やっぱり余裕がなくなってしまいがちだと

か…。無理もないと思います。 

「へき地級地」の取り組みをしながら、こうした学校のことを考えると、や

っばり宗谷はへき地なんですよね。人材確保でこんなに困っているなんて…。 

こうした日常の苦悩を、少しでも制度改善につなげていきたいですね。だか

らこそ、みんなで運動を広めていきたいと思うのです。１学期もゴールが見え

始めています。元気に夏を迎えましょう。 

 


